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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
媒体上の多様な音声項目の実際の構成を特定するテーブル・オブ・コンテンツ（TOC）機
構により、単一記憶媒体上に音声主体の情報を記憶させる方法であって、前記TOC機構に
よりアクセス可能な最下位のTOCが、当該音声項目の各コンテンツに直接ポイントし、当
該方法は、前記TOC機構に加えて、ファイルに基づくアクセス機構を前記多様な音声項目
に割り当てる、方法において、
最下位のTOCファイルであって、該最下位のTOCファイルをポイントする最上位のTOCファ
イルを含むROOTディレクトリを経由して前記ファイルに基づくアクセス機構によりアクセ
ス可能な最下位のTOCファイル、及び前記TOC機構によりアクセス可能な、前記最下位のTO
Cをポイントする最上位のTOCを含めることを特徴とする方法。
【請求項２】
さらに、一意的に標準化された音声フォーマットに各々割り当てられているそれら自身の
Sub-TOCファイルを、各々が、含む１個以上のSub-TOCファイルディレクトリを、当該最上
位のTOCファイルに設ける請求項１に記載の方法。
【請求項３】
sub-TOCの数が、正確に２に等しい請求項２に記載の方法。
【請求項４】
各々が、各標準化された音声フォーマットに関連するより下位のディレクトリを当該ROOT
ディレクトリに加え、これにより、それぞれの異なるレベルで別のアクセス機構を提供す
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る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
当該音声フォーマットが、少なくともステレオ・フォーマットと少なくとも一つのマルチ
・チャネル・オーディオ・フォーマットを有する請求項２に記載の方法。
【請求項６】
多様な音声項目を含む音声主体の情報、ディスク上の多様な音声項目の実際の構成をテー
ブル・オブ・コンテンツ（TOC）機構により特定するためのTOC情報であって、前記TOC機
構によりアクセス可能な、当該音声項目の各コンテンツに直接ポイントする最下位のTOC
を有するTOC情報、及びファイルに基づくアクセス機構により前記多様な音声項目にアク
セスするためのファイルに基づく情報が記憶されている光学的に読み出し可能なディスク
において、
前記ファイルに基づく情報は、ROOTディレクトリであって、該ROOTディレクトリを経由し
て前記ファイルに基づくアクセス機構によりアクセス可能な最下位のTOCファイルをポイ
ントする最上位のTOCファイルを含むROOTディレクトリを有し、前記TOC情報は、前記TOC
機構によりアクセス可能な、前記最下位レベルのTOCをポイントする最上位のTOCを有する
ことを特徴とする光学的に読み出し可能なディスク。
【請求項７】
当該最上位のTOCファイルは、標準化された音声フォーマットに各々割り当てられている
それら自身のsub-TOCファイルを、各々が、含む１個以上のsub-TOCファイル ディレクト
リを有する請求項６に記載の光学的に読み出し可能なディスク。
【請求項８】
sub-TOCの数が、正確に２に等しい請求項７に記載の光学的に読み出し可能なディスク。
【請求項９】
当該ROOTディレクトリは、各々が、各標準化された音声フォーマットに関連するより下位
のディレクトリを有し、これにより、それぞれのレベルで別のアクセス機構を提供する請
求項６に記載の光学的に読み出し可能なディスク。
【請求項１０】
請求項６に記載の光学的に読み出し可能なディスクを読み出す読み出し装置であって、
－　前記ディスクを回転させる駆動手段、
－　ディスクトラックを走査する読み取りヘッド、
－　前記読み取りヘッドの位置決めを行う位置決め手段
－　前記読み取りヘッドにより読み取られたデータを取出す読み取り手段
－　前記取出されたデータからユーザデータを選択するデータ選択手段、及び
－　ユーザまたはホストコンピュータから制御コマンドを受ける制御ユニットを有し、
前記データ選択手段は、階層的なファイルに基づくアクセス機構を用いてユーザデータア
クセス情報を前記読み取られたデータから取出すように構成される、読み出し装置におい
て、
前記制御手段は、最下位のTOCファイルをポイントする最上位のTOCファイルを含むROOTデ
ィレクトリを経由して前記ファイルに基づくアクセス機構によりアクセスされる対応して
いる最下位のTOCファイルに含まれるTOC情報を用いて、記録されているユーザ情報にアク
セスするように構成され、前記最下位のTOCファイルは、前記多様な音声項目に直接ポイ
ントすることを特徴とする読み出し装置。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、請求項１の於て書きに記載された方法に関する。
背景技術
ディスクやテープのような単一媒体にデジタルオーディオデータを記憶させることは、現
在、広く行われている。このオーディオデータが効果的に多数のサブ項目に分割されてい
れば、テーブル・オブ・コンテンツ（TOC）を用意することによって比較的迅速にそのよ
うな情報にアクセスすることが可能である。一般的には、TOCファイルは、家庭用プレー
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ヤで記憶情報へのアクセスを容易にするために、最小限、何が記憶されているか、および
どこに記憶されているかを規定する。その場合、最下位のTOCファイル（単一レベルTOC構
造では最上位のTOCファイルでもある）が、オーディオデータ項目やトラックの内容を即
座にポイントする。さて、そのようなオーディオ信号は、その利用範囲が多種多様な特徴
を有するパーソナルコンピュータなどの分野でも使用される。オーディオの供給者は、こ
のような情報が、フル装備のマルチメディアエンジンからポータブルプレーヤに至る様々
な形式の装置において簡単にアクセスできることを望むであろう。
発明の開示
したがって、本発明の目的は、とりわけ、プレーヤにもパーソナルコンピュータにもパラ
レルで共用できるアクセス性を提供することにより、特にパーソナルコンピュータのファ
イル構造により、種々のレベル数でのオーディオデータ管理を可能にすることにある。し
たがって、本発明は、その一面において、請求項１の特徴項の記述を特徴とする。最下位
のディレクトリ（単一レベルディレクトリ構造では最上位、すなわちルートディレクトリ
）は、関係するオーディオデータ項目やトラックの場所を示す情報を有している。しかし
、そのような最下位のディレクトリは、これらのトラックのオーディオデータの内容に直
接アクセスすることはできず、関係するオーディオファイルを解読出来るアプリケーショ
ンプログラムが必要になる。
本発明の優れた特長は、アクセスの柔軟性を高めるために、マルチレベルのディレクトリ
構造とマルチレベルのTOC構造を提供することにある。
本発明はまた、この方法により製作された単一記憶媒体及びそのような記憶媒体に接続で
きるように構成された読み取り装置やプレーヤにも関する。本発明の他の優れた特性は、
従属項に記述されている。
【図面の簡単な説明】
本発明のこれらのおよび他の特性と利点は、望ましい実施例の開示を参照し、また特に添
付の図面を参照して以下に詳述される。
第1a、1b図　　　　　　記録媒体
第２図　　　　　　　　プレイバック装置
第３図　　　　　　　　記録装置
第４図　　　　　　　　本発明に使用するファイルシステム
第５図　　　　　　　　本発明の第１の記憶レイアウト
第６図　　　　　　　　本発明の第２の記憶レイアウト
第１表　　　　　　　　Master_TOC Syntaxを記述する
第２表　　　　　　　　Master_TOC O Syntaxを記述する
第３表　　　　　　　　Disc_Info Syntaxを記述する
発明を実施するための最良の形態
第1a図は、トラック19と中心孔10を有するディスク型記録媒体11を示す。トラック19は、
情報層の上に実質的に平行なトラックを形成するスパイラル状の輪の形状に設けられてい
る。媒体は、書き込み可能なあるいはあらかじめ書き込まれた情報層を有する光学ディス
クでもよい。書き込み可能なディスクの例は、CD－R、CD－RW、DVD－RAMであり、あらか
じめ書き込まれたディスクは、オーディオCDである。あらかじめ書き込まれたディスクの
例は、初めにマスターディスクに記録し、それからコンシューマディスクをプレスするこ
とにより製造することできる。書き込み可能な記録媒体上のトラック19は、ブランクの記
録媒体を製造する間に、あらかじめエンボス加工したトラック構造を作ることにより示さ
れる。トラックは、読み取り／書き込みヘッドが走査する間トラック19に追随できるよう
に、あらかじめ形成しておく溝14の形にしてもよい。情報は、情報層の上でトラックに沿
って、小孔や凸部などの光学的に検知できるマークとして記録される。
第1b図は、透明な基版15が記録層16と保護層17を有する、書き込み可能な記録媒体11のラ
インb－bに沿った断面図である。あらかじめ形成した溝14は、実際には、凹状でも、凸状
でも、あるいは周辺と物質の特性を異ならせることでもよい。
利用者の便宜のために、記録媒体上のオーディオ情報は幾つかの項目に分割されており、
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これらの項目は、アルバムの中の歌とか交響曲の中の楽章とかのように、通常は数分の長
さのものである。通常、記録媒体は、いわゆるテーブル・オブ・コンテンツ（TOC）の中
に、あるいはCD－ROMのISO 9660のようなファイルシステムに含ませて、諸項目を識別す
るアクセス情報も有している。このアクセス情報には、演奏時間、各項目の開始アドレス
、また歌のタイトルなどのその他の情報も含ませることができる。
オーディオ情報は、アナログ・デジタル（A／D）変換後にデジタル形式で記録される。A
／D変換は、たとえば、CDオーディオで知られている44.1kHzでの16ビット／サンプルのPC
Mと、バイストリームと呼ばれる64 x Fsのような高いオーバーサンプリングレートの１ビ
ットSigma Delta変調である。後者は、高品位のエンコーディング法を代表するもので、
このエンコーディング法には、高品位のデコーディングと、デコーディング回路が簡単に
なる低品位のデコーディングとが有る。この点については、後記の参考文献D5とD6を参照
されたい。A／D変換の後、デジタルオーディオデータは、情報層に記録するために種々の
ビットレートのオーディオデータに圧縮される。この圧縮されたオーディオデータは、オ
ーディオ情報を連続して再生するときに、元の時間スケールが解凍後に実質的に復元でき
るような速度で、記録媒体から読み出される。したがって、圧縮データは、種々のビット
レートに対応した速度で記録媒体から取り出さなければならない。データを記録媒体から
取り出す速度を転送速度、すなわち、記録媒体から解凍部へデータバイトを転送する速度
、と言う。記録媒体は、単位面積あたりのデータ記憶容量が最大となる、均一な空間デー
タ密度を有することが望ましい。このようなシステムにおいては、転送速度は、媒体と読
み取り／書き込みヘッドとの相対線速度に比例する。解凍部の前にバッファがあれば、実
際の転送速度はこのバッファの前の速度である。
第２図は、第１図に示した形式の記録媒体11を読み取るための本発明のプレイバック装置
を示す。この装置は、記録媒体11を回転させるための駆動手段21と記録媒体トラックを走
査するための読み取りヘッド22を有する。位置決め手段25が、読み取りヘッド22の半径方
向の粗い位置決めを行う。この読み取りヘッドは、光学的要素に導かれて情報層トラック
上のスポット23に焦点を結ぶビーム24を発生させる照射源を備えた既知の光学系を有する
。読み取りヘッドは、さらに、ビームの光学的な軸に沿って照射光24の焦点を移動させる
フォーカシングアクチュエータと、スポット23をトラックの中心に向かう半径方向で細か
く位置決めするトラッキングアクチュエータを有する。トラッキングアクチュエータは、
光学的要素を移動させるコイルを含むものでも、反射要素の角度を変化させるような構成
のものでもよい。情報層で反射された照射光は、読み取りヘッド22の4-象限ダイオードな
ど既知の検出器により検出され、読み取り信号と、さらにトラッキングアクチュエータ用
とフォーカシングアクチュエータ用のトラッキングエラー信号とフォーカシングエラー信
号を各々有する検出信号とを発生させる。この読み取り信号は、読み取り手段27により処
理されてデータが取り出される。この読み取り手段は、たとえばチャンネルデコーダとエ
ラーコレクタを含む通常の形式のものである。取り出されたデータは、データ選択手段28
に送られ、バッファ29に送られる圧縮オーディオデータが選択される。この選択は、これ
も記録媒体に記録されている、たとえばフレーム化されたフォーマットのヘッダなどのデ
ータ形式インジケータに基く。バッファ29からは、圧縮オーディオデータが、信号30とし
て解凍部31に送られる。この信号は、外付けの解凍装置に出力することもできる。解凍部
31は、圧縮オーディオデータをデコードし、元のオーディオ情報を出力32に再生する。解
凍部は、第２図に破線で囲った枠33で示したが、別個に、たとえばスタンドアロンの高品
位オーディオデジタル・アナログ（D／A）変換器の中に、取り付けることもできる。代替
として、バッファをデータ選択手段の前に置くこともできる。バッファ29は、別個のハウ
ジングの中に置いてもよいし、解凍部の中のバッファと結合させてもよい。この装置は、
さらに、ここには図示されていないユーザまたはホストコンピュータからの制御コマンド
を受ける制御ユニット20を有している。このユニットは、システムバスなどの制御ライン
26を通して、駆動手段21、位置決め手段25、読み取り手段27、データ選択手段28、そして
おそらくバッファフィリングレベル制御のためにバッファ29にも接続される。この目的の
ために、制御ユニット20は、以下に述べる処理を実行できるように、マイクロプロセッサ
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などの制御回路、プログラム記憶部、制御ゲートを有していても良い。制御ユニット20は
、実際には論理回路状態マシンでもよい。
オーディオデータの圧縮、解凍の技術は既知である。オーディオデータは、信号内部のコ
ーリレーションを解析してデジタル化することと、特定のサイズのフラグメントのための
パラメータを生成することにより圧縮される。解凍の際には逆の過程を用いて元の信号を
再構成する。元のデジタル信号が正確に再構成されれば、圧縮・解凍は無損失と言える。
これに対して損失のある圧縮・解凍では元の信号の一部のディテールは再生されないが、
これは実質的には人の耳あるいは目では検知できない。DDC、MPEGなど最もよく知られて
いるオーディオやビデオシステムでは損失のある圧縮が使用され、これに対してコンピュ
ータデータの記憶には無損失圧縮が使用される。オーディオ圧縮・解凍の例は、後記の参
考文献D2、D3、D4に示されるが、特にD2の無損失圧縮が高品位オーディオに適している。
本発明によれば、データ選択手段28は、読み取ったデータからある制御情報を取り出すよ
うに構成されている。データ選択手段28は、また、記録中に付加されたいかなる挿入ある
いは補足データも捨て去るように構成されている。制御ユニット20がオーディオデータの
ある項目を記録媒体から再生する指令を受けると、位置決め手段25は、読み取りヘッドを
TOCを含むトラックの部分の上に位置させる。次に、データ選択手段28によりこの項目の
開始アドレスがTOCから取り出される。代替として、装置にディスクを入れたときにTOCの
内容を一度だけ読み取り、記憶部に記憶させてもよい。この項目を再生するには、オーデ
ィオデータとともに記憶されている、所望の読み取り継続時間を示す時間コードを抽出す
ることにより示される最適速度で記録媒体を回転させるように、駆動手段21は制御される
。
バッファのアンダーフローやオーバーフローなしに連続再生を実現するには、転送速度を
D／A変換器の再生速度、すなわち解凍後のビットレート、に対応させる。このために、装
置は、解凍部制御用の参照周波数源を有することも出来る。代替としてあるいはこれに加
えて、たとえば、バッファが平均50%以上の場合には回転速度を下げるように、バッファ2
9の平均フィリングレベルによって回転速度を調節してもよい。
第３図は、書き込みまたは再書き込み可能型の本発明の記録媒体11に情報を書き込む記録
装置を示す。書込み操作の間に、情報を表すマークが記録媒体上に形成される。このマー
クは光学的に読み取れるものならどのような形式でもよく、たとえば、色素、合金、相変
化のような物質への記録によってその領域の反射率が周辺と異なるという形式でも、また
光磁性物質に記録する場合にその領域の磁化の方向が周辺と異なるという形式でもよい。
光ディスクへの記録のための情報の書き込み・読み取り及びフォーマッティング、エラー
修正、チャンネルコーディングなどに使用されるルールは、たとえばCDシステムなどでよ
く知られている。上記のマークは、レーザダイオードからの電磁放射のビーム24により記
録層上に生成されるスポット23により形成することができる。記録装置は、第２図に関し
て記述したものと同様な基本的要素、すなわち、制御ユニット20、駆動手段21、位置決め
手段25を有するが、これらに加え書き込みヘッド39も有する。オーディオ情報は圧縮手段
35の入力として与えられる。圧縮手段は別個のハウジングにあってもよい。適切な圧縮法
は、参考文献D2、D3、D4に記述されている。圧縮手段35の出力での可変ビットレートの圧
縮オーディオデータは、バッファ36に送られる。バッファ36からデータがデータ結合手段
37に送られ、補足データと別の制御データが付加される。すべてのデータストリームは書
き込み手段38に送られ、記録される。書き込みヘッド39は、たとえばフオーマット機構、
エラーエンコーダ及びチャンネルエンコーダを有する、書き込み手段38に接続されている
。書き込み手段38の入力に与えられたデータは、フォーマッティングとエンコーディング
のルールに従って論理及び物理セクターに分配され、書き込みヘッド39のための書き込み
信号に変換される。ユニット20は、制御ライン26を通じて、バッファ36、データ結合手段
37及び書き込み手段38を制御し、読み取り装置について前に述べたのと同様にして位置決
め操作を行うように構成されている。代替として、記録装置にプレイバック装置と書き込
み／読み取り結合ヘッドの特性を持たせ、読み取りを行うように構成してもよい。
第４図は、原則としていろいろな選択肢がある、本発明で使用するファイルシステムを示
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す。主要な選択として本発明者は、記憶媒体はUDFファイルシステムかISO 9660ファイル
システムのいずれか、あるいはその両方に基づくべきであると提唱している。これらのフ
ァイルシステムそれ自体は、当業者にとっては標準的なものである。代替例の場合、ファ
イルシステムをまったく存在させず、関連のセクタースペースを空白にしておくべきであ
る。
しかし、ファイルシステムが存在する場合、すべてのオーディオデータは「オーディオフ
ァイル」に記憶される。第４図は、以下に述べるように二重のアクセス階層を有する。ま
ず、ルートディレクトリ50がMASTER TOCファイル52をポイントし、さらに次位のディレク
トリである2C_AUDIO 54、MC_AUDIO 56、PICTURES 66をポイントする。MASTER.TOC 52の構
造は後述される。さらに、2C_AUDIOディレクトリ54は、TOCの2C_AREA.TOC 58及びこれに
並列する種々のステレオトラックTRACKn.2CH 60をポイントする。さらにMC_AUDIOディレ
クトリ56がある。これはTOCのMC_AREA.TOC 62及びこれに並列する種々のステレオトラッ
クTRACKn.MCH 64をポイントする。このようにして、これらのトラックには、関係するデ
ィレクトリを経由しても、あるいはむしろMASTER.TOCとsub-TOCSをファイルとして保有す
るファイルシステムを経由してもアクセスできる。しかし、ディレクトリはTOCかTOCSを
参照しさえすれば良いので、二重記憶方式は不必要である。安全のために、マスターTOC
は三重に備えてある。さらに、次位のTOC、すなわち、AREA.TOCは二重に備えてある。次
に、オーディオデータに対しては、システムは、それ自身のディレクトリ66も持つPICTUR
ESのような項目をさらに含むように構成しても良い。さらに、2C_TAREA.2CH 59とMC_TARE
A.MCHは、関係するすべてのトラックを含む。
第５図は、単一のシリアルトラックが図示されている、本発明に使用する第１の記憶レイ
アウトを示す。横軸に沿って以下の項目が、示されている。項目120は、リードイン領域
で、読み取り装置と媒体の駆動を相互に同期させるために用いられる。項目122は、ファ
イルシステムで、第４図を参照して説明されたものである。項目124は、TOCで、標準的な
手順で構成されており、以下の項目、すなわち、ステレオオーディオ項目126、マルチチ
ャンネルオーディオ項目128、さらに必要に応じてエクストラデータ項目130に関係付けら
れている。項目124にはさまざまな異なる大きさの情報があるので、そのサイズを標準的
に定める必要はない。項目126は、ステレオオーディオ情報で、従来の標準に従って定義
すればよく、これ自体は本発明の一部を構成しない。項目128は、マルチチャンネルオー
ディオ情報で、従来の標準に従って定義すればよく、それ自体は本発明の一部を構成しな
い。一般に、これら二つのオーディオ領域は、同一の構造を持ち、いろいろなチャンネル
を区別する定義は別として、同一のオーディオデータを有することが出来る。オーディオ
データは、単純コードでも良いし無損失コードでも良い。どの種類のオーディオデータも
、コンパクトディスクテキストなどの補助的なデータとマルチプレックスさせることがで
きる。
項目130は、エクストラデータ情報で、従来の標準に従って定義すればよく、それ自体は
本発明の一部を構成しない。項目132は、リードアウト情報を示す。これは特に検索操作
の際に用いられる。リードアウト情報は、幅が約0.5から１mmのリング状領域を占めるこ
とができる。記憶された情報は、上記の構成によって、項目122に保有されるファイルシ
ステム、あるいは項目124に保有されるTOC構造のいずれかにより、さらに特定すれば以下
に記述する二層または多層レベルTOC構造により、アクセスすることができる。
第６図は、本発明に使用する第２の記憶レイアウトを示すもので、特に二層レベルTOC構
造に関する。横軸に沿って、第３図に既に示したものでかつ同一の参照番号を付した項目
の他に、以下の項目が示されている。理解を容易にするために項目120と132は省略した。
項目134は、Master TOCで、これは、リードイン領域の開始点に対して一定の標準化した
値だけオフセットした位置であるバイトナンバー510で始まり、コピーはバイトナンバー5
20、530で始まる。実施例によれば、Master-TOCは、標準サイズの１セクターを占めるの
みで、基本的には以下に説明する種々の複数のSub-TOC、すなわち、Area-TOCへのポイン
タを保有する。Master-TOCの望ましいシンタックスは、"SACD MASTER TOC"のようなMaste
r-TOCを識別するSignature付きのヘッダを有する。さらに、第１表、第２表には、Master
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_TOCの詳細なシンタックスが示されている。このシンタックスは、それぞれに係るデータ
長とフォーマットと共にコンピュータで用いられる基本的な表記で示されている。Master
_TOC_Signatureは、Master TOCを識別するための８バイトの文字列である。Master_TOC_S
ignatureの値は、SACDMTOC（$53 $41 $43 $44 $4D $54 $4F $43）でなければならない。
同様に第３表には、これと同じ方法でディスク情報シンタックスが示されている。特に：
2CH_TOC 1_Addressは、２チャンネルステレオ領域のArea TOC-1の第１セクターの論理セ
クター番号（LSN）を含む５バイトの整数である。２チャンネルステレオ領域がない場合
には、2CH_TOC_1_Addressの値は０でなければならない。
2CH_TOC_2_Addressは、２チャンネルステレオ領域のArea TOC-2の第１セクターのLSNを含
む４バイトの整数である。２チャンネルステレオ領域がない場合には、2CH_TOC_2_Addres
sの値は０でなければならない。
MC_TOC_1_Addressは、マルチチャンネルステレオ領域のArea TOC-1の第１セクターのLSN
を含む４バイトの整数である。マルチチャンネル領域がない場合には、MC_TOC_1_Address
の値は０でなければならない。
MC_TOC_2_Addressは、マルチチャンネルステレオ領域のArea TOC-2の第１セクターのLSN
を含む４バイトの整数である。マルチチャンネル領域がない場合には、MC_TOC_2_Address
の値は０でなければならない。
Disc_Flagsのフォーマットは次の通りでなければならない：１ハイブリッドビットと７リ
ザーブドビット。
ハイブリッドビットは、ハイブリッドディスク上では１に、非ハイブリッドディスク上で
は０に設定されなければならない。
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